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研究成果の概要（和文）： 

臨地調査によって得られた資料を基に八重山方言の言語地図を作成して分析した結果、与那国
方言が他の八重山諸方言と対立する方言であること、西表島西部方言が、八重山諸方言の下位
方言グループとして位置づけられること、石垣島の諸方言が一つの下位方言としてまとめられ
ること、竹富島、小浜島、新城島、鳩間島、黒島、波照間島の各方言が個性的な特徴を有して
いて、一つのグループにまとめることができないことなどが分かった。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 

Based on linguistic corpora obtained through fieldwork, linguistic geographic maps of 

the Yaeyama dialects were generated.  From analysis of these data, the following points 

were clarified:  The Yonaguni dialect stands in opposition to the other Yaeyama dialects; 

the western Iriomote dialects can be located as a subordinate dialect group of the Yaeyama 

dialects; the Ishigaki dialects can be concluded to be one subordinate dialect group of 

the Yaeyama dialects; the dialects of Taketomi, Kohama, Aragusuku, Hatoma, Kuroshima, 

and Hateruma have individual characteristics which do not permit them to be grouped into 

one dialect group. 
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１．研究開始当初の背景 

八重山方言研究は、与那国島、新城島、小
浜島、鳩間島、石垣島四箇など、比較的よく
研究された方言がある一方で、石垣島北部地
域や西表島の方言などについてはまとまっ
た調査報告がなく、研究蓄積の質と量に大き
な格差があった。また、統一した観点から八
重山地域全部の集落の方言を対象にした調
査研究が行なわれておらず、八重山諸方言の
全容解明、八重山諸方言の形成過程や下位区
分などの解明が遅れていた。 
 
２．研究の目的 

八重山諸島（石垣島、西表島、竹富島、黒
島、小浜島、鳩間島、新城上地島、新城下地
島、波照間島、与那国島）の 30 集落の言語
地理学的な研究を行なうために作成された
調査票を使用して臨地調査を行ない、得られ
た資料をデータベース化し、調査語彙項目一
覧として公開する。 

作成されたデータベースをもとに全 350 項
目について八重山諸方言の言語地図を作成
する。八重山方言を特徴づける項目について
は詳しい解説を付し、八重山諸方言の全容、
八重山諸方言の形成過程や下位区分、地域ご
との特性などを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 八重山諸方言の下位区分とその形成過程、
地域ごとの特性を解明するための方法とし
て本研究では言語地理学的な調査、研究を行
なった。与那国島を含む八重山諸島全域の臨
地調査を行ない、国際音声記号によって方言
を記録した。得られた方言資料をデータベー
ス化して整理し、八重山方言の言語地図を作
成して、音韻論的な特徴、文法的な特徴、単
語の語形の特徴から 1枚 1枚の言語地図を分
析した。 
 
４．研究成果 

研究期間内の３年間に現在臨地調査が可

能な八重山地域の 30 地点の臨地調査を実施

した。調査した 30 地点は、八重山諸島のほ

ぼ全集落に相当する。得られた資料をもとに

390 枚の言語地図を試作した。作成された言

語地図の分析を通して、分かったことは以下

の点である。 

 

(1)与那国島方言は、他の八重山諸方言と

共通の特徴を有するものの、作成されたほぼ

全ての言語地図を通して、音韻的な側面から

みても単語の語形の面からみても他の八重

山諸方言とは異なる語形を示すことが多く、

他の八重山諸方言と対立するほどの下位方

言として取り出すことが可能である。 

 

(2)西表島西部地区の干立、祖納、舟浮、

網取の４集落は、同じ語形、類似の語形が現

われ、共通の言語的な特徴をもった下位方言

グループとして八重山諸方言のなかに位置

づけることができる。 

 

(3)石垣島の諸方言（波照間島からの移住

者集落の白保を除く）は、全体として共通の

特徴を見せ、ゆるやかなひとまとまりのグル

ープをなしていて、八重山諸方言の下位方言

として位置づけることができる。 

 

(4) 石垣島と西表島の二つの大きな島の

間の石西礁湖海域に位置する竹富島、小浜島、

新城（上地、下地）島、鳩間島、黒島の諸方

言は、それぞれが個性的な特徴を有していて、

一つのグループにまとめることができない。 

 

(5) 波照間島方言は石垣島からも西表島

からも離れていて、石西礁湖の島々の方言と

同様に個性的な特徴を有する。石垣島白保は

1771 年に波照間島からの移住者集落である

が、音韻的特徴、語形の多くで波照間島方言

と同じ特徴を示し、分岐後の変異がきわめて

小さいことが分かった。「一つ」の語形や音

韻的な特徴で与那国島方言と共通の現象が

みられた。 

 

(6)臨地調査を計画した地点のうち、石垣

島平久保は、話者を確保できず調査すること

ができなかった。今後も可能な限り話者を探

して平久保方言を調査し記録に努めたい。な

お、幸運にも、平久保の調査では廃村となっ

て消えた安良集落の出身者で、最後の方言話

者から収集したデータを言語地図に反映さ

せられた。 

 

(7)言語地図作成には一般公開も考慮して

市販ソフト FileMakaerPro を利用したが、今

後琉球列島全域の言語地図作成には改良を

加えるか、新規の言語地図作成用ソフトを開

発しなければならないこと、データ公開には

作成した外字で表示した特殊記号をどう解

消するかなどの課題が残った。 
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